
広報

総人口：4,171人（71）
男　性：2,202人（21）
女　性：1,969人（50）
世帯数：2,529戸（47）
2025年4月現在

竹富町の人口

表紙写真 竹富町アンバサダー MINORIさん撮影
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　竹富町では、町内の魅力を SNSな
どを通じて広く発信していただく「竹
富町アンバサダー」として、フォトグ
ラファーでインフルエンサーの「MIN
ORI」こと古

ふ る み

見みのりさんを委嘱しま
した。
　古見さんは、Instagramアカウント

「mi1_moonstagram」で写真や動画
を発信しており、フォロワー数は2万
1千人を超えています。任期は2027年
3月末までの予定です。
　今後は、観光地やイベントの紹介、
地域の特産品や飲食店の PR、町内行

事への参加などを通じて、町の魅力を
積極的に発信していただきます。また、
町内外の人々との交流を促進し、竹富
町への関心と愛着を高めていただく役
割も担っていただきます。
　アンバサダーに対する報酬はありま
せんが、活動に伴う旅費や宿泊費など
の必要経費は町が負担します。
　委嘱式では、前泊町長が「あなたの
情熱と創造力を生かし、本町の魅力を
広く発信し、地域の活性化に貢献を」
と述べ、委嘱状を手渡しました。さら
に、「古見さんのインスタグラムを見

たが、島々の魅力に瞬間に惹きつけら
れる。町が目指しているのは島々の均
衡ある発展。入域客の少ない島の隠れ
た魅力や、磨けば光るところを発掘し
て発信してもらえれば」と今後の活躍
に期待を寄せました。
　古見さんは、「大好きな島が多く、
知られていない魅力を私らしく発信し
ていきたい」と意気込みを語りました。

　竹富町では、地域課題の解決や活
性化に向けた支援を行う地域力創造
アドバイザーとして、安

やすおか

岡周
まさふさ

総さん
を委嘱しました。任期は2026年3月
末までとなっています。
　安岡さんは、2012年から12年間
にわたり高知県日高村役場に勤務し、
ふるさと納税に関する大臣表彰の受
賞や、「夏の D

デ ジ で ん

igi田甲子園」ベスト4
選出などの実績をお持ちです。現在
は、えれ株式会社の代表を務めるほ
か、地域おこし協力隊アドバイザー
として全国各地でご活躍されていま
す。
　任期中は、前泊町長の方針のもと、
町のアドバイザーとして ICT人材育

成の取り組み支援、地域課題の掘り
起こしと解決手法の検討に関する助
言などを行い、竹富町が掲げる「均
衡ある発展」の実現に取り組んでい
ただきます。
　安岡さんは、「今回を含めて19自治
体を支援しているが、竹富町はほか
にはない課題がある。ハードルは高
いが、しっかりと職員の方と協力し、
町長の方針に応えられるよう支援し
ていきたい」と意気込みを語りました。
　前泊町長は、「町民が笑顔になれ
るような地域にしていきたい。アド
バイザーに就任していただき心強い。
活躍に期待している」と述べ、今後
の活動に大きな期待を寄せました。

竹富町アンバサダーに MINORI氏を委嘱
～島々の様々な魅力を発信～

地域力創造アドバイザーに安岡周総氏を委嘱
 ～地域課題の解決と活性化に向けた支援へ～

竹富町トピックス
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Instagramアカウント

本誌表紙写真は MINORIさんが撮影したものです。
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　4月24日、在沖八重山建設コンサ
ルタント会（入稲福尚会長・7社）
より、竹富町内の保育所・幼稚園で
使用する給食用食器480枚（約50万
円相当）が寄贈されました。
　入稲福会長は「楽しい給食を通し
て、子どもたちが健康でたくましく
育ってほしい」と語り、園児たちの
健やかな成長に期待を寄せました。
　同会は八重山出身者が代表を務め
る測量・土木建築設計などの在沖企

業で構成された団体で、今回、町か
らの支援要請を受け、地域貢献活動
の一環としてご協力いただきました。
　寄贈された食器は町内の保育所7
施設と幼稚園1施設で、週に一度の
給食提供の日に使用しています。
　贈呈式では、入稲福会長が「私た
ちは “八重山は一つ ”という思いで
活動しています。今回は人材育成の
観点からも貢献できる活動」とあい
さつし、園児に向けて「おいしい給

食をたくさん食べて、大きく成長し
てください」と呼びかけました。
　式には、大原、小浜、竹富の各保
育所の園児約20人が参加し、元気
いっぱいに「ありがとうございまし
た」と感謝の気持ちを伝えました。
　前泊正人町長は「竹富町の宝であ
る子どもたちの保育や学びの環境が、
少しずつ良くなっていると実感して
います。今後も温かいご支援をいた
だければ」と感謝の意を述べました。

　4月24日、竹富町役場において「こ
いのぼり掲揚式」を行いました。大原
保育所、小浜保育所、竹富保育所か
ら園児26人と職員、関係者が参加し、
大空に元気よく泳ぐこいのぼりに、子
どもたちの健やかな成長を願いました。
　園児たちは役場正面玄関横のポール
前に集まり、「こいのぼり」の歌を元
気いっぱいに歌いながら、こいのぼり
を掲揚しました。風になびいて空を泳
ぐこいのぼりの様子に、子どもたちは
目を輝かせ、楽しそうに見上げていま
した。

給食用食器を寄贈いただきました
～在沖八重山建設コンサルタント会より～

こいのぼり掲揚式
～大原保育所、小浜保育所、竹富保育所の園児らが参加～
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【在沖八重山建設コンサルタント会（順不同）】
㈱渡南エンジニアリング・㈱興洋エンジニアリング・㈱沖縄土木設計コンサルタント・
㈱翔土木設計・㈱三矢コンサルタント・㈱環境技建ウエーブ・㈲大和エンジニア



  令和7年3月21日、福岡県北九州市の東洋造船鉄工株式会
社にて多機能型貨物輸送船（以下「本船」という。）の工事の
安全とスムーズな進行を祈願する起工式が執り行われました。
本船は、JAおきなわが運航する「汽船農協やえやま（通称：
JA丸）」が海運業から撤退することに伴い、竹富町が後継船
の設計・建造を進めており、令和7年8月に進水式、10月に
引き渡し、各種手続きが整い次第、運航開始となる予定です。
本船では、より子牛の輸送に配慮した設計や JA丸では輸送
出来なかった危険物の輸送も可能となり、載貨重量もアップ
する見込みであることから、これまで以上に安定的、効率的
な輸送により産業の振興及び定住環境の構築を図ることが期
待されています。

　保育士不足の解消と保育環境の充実を目指し、竹富町・
石垣市・与那国町・学校法人大庭学園の4者は、4月12日、
保育士等養成課程開設に関する基本協定を締結しました。
　この協定により、鎌倉女子短期大学との提携のもと、場
所や時間にとらわれず自分のペースで学べる「オンデマン
ド学習」を導入します。受講者は、パソコンやタブレット
端末を使って、配信される授業を自宅で視聴し、保育士資

格や幼稚園教諭二種免許の取得に向けた学習ができるよう
になります。
　この新しい学習スタイルにより、竹富町在住の受講者は、
授業のたびに石垣島へ移動する必要がなくなり、地理的な
負担が大きく軽減されます。
　大庭学園の大庭理事長は「保育士不足は沖縄本島でも深
刻です。この取り組みが未来につながることを信じ、皆さ
んと協力し合って進めていきたい」と語りました。
　前泊町長は「昨今、本町でも専門職の確保に苦慮してい
る。新しい学びの形として、大庭学園さんの知見を借りな
がら保育士不足の解消に取り組み、八重山3市町の保育環
境をより良いものにしていきたい」と意欲を示しました。

多機能型貨物輸送船起工式
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子ども教育プログラム開講　～八重山三市町で協定締結～05
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３
月
は
、
星
の
や
さ
ん
合
同
の

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
（
不
定
期
開

催
）
を
カ
ン
ナ
ー
ジ
浜
で
行
い
ま

し
た
。
３
回
目
の
参
加
で
す
が
、

こ
の
日
は
特
に
大
型
の
ゴ
ミ
が
多

く
漂
着
し
て
お
り
、
ト
ン
袋
２
つ

で
は
収
ま
り
切
ら
な
い
ほ
ど
で
し

た
。
そ
れ
で
も
１
時
間
足
ら
ず
で

回
収
で
き
た
の
は
、
い
つ
も
星
の

や
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
が
多
数
駆
け
つ

け
て
下
さ
る
か
ら
に
他
な
り
ま
せ

ん
。
拾
い
な
が
ら
の
会
話
や
、
ぶ

が
り
な
お
し
等
、
そ
の
時
に
し
か

体
験
で
き
な
い
楽
し
み
が
あ
る
こ

と
も
、
ど
ん
ど
ん
発
信
で
き
る
よ

う
に
こ
れ
か
ら
も
自
ら
楽
し
み
ま

す
！

　

　

２
月
末
に
は
竹
富
町
内
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
で
報
告
会
を
、
３

月
中
旬
に
は
沖
縄
県
主
催
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
私
が
着
任
し
て

か
ら
た
く
さ
ん
お
世
話
に
な
っ
た

方
が
卒
隊
さ
れ
て
寂
し
い
と
こ
ろ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
人
に
よ
っ
て

は
そ
の
ま
ま
地
域
に
残
る
方
も
い

る
よ
う
な
の
で
協
力
し
な
が
ら
、

時
に
は
頼
ら
せ
て
も
ら
い
な
が
ら

繋
が
り
を
継
続
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

　

ま
た
「
空
き
家
掲
示
板
制
度
」

も
引
き
続
き
運
営
し
て
い
ま
す
。

所
有
し
て
い
る
不
動
産
等
に
つ
い

て
気
に
な
る
こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

　

令
和
６
年
度
の
「
ス
マ
ホ
な
ん

で
も
相
談
」
と
「
ス
マ
ホ
教
室
」

の
実
績
集
計
が
完
了
し
ま
し
た
。 

　
「
ス
マ
ホ
な
ん
で
も
相
談
」
は
町

内
９
か
所
で
１
０
７
回
開
催
し
、

延
べ
３
７
５
名
の
方
の
ご
相
談
に

応
じ
ま
し
た
。「
ス
マ
ホ
教
室
」
は

竹
富
島
と
西
表
島
で
開
催
し
、
28

名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　

令
和
７
年
度
も

「
ス
マ
ホ
な
ん
で
も

相
談
」
は
継
続
し
て

開
催
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
！
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令和７年度 在日米軍従業員の事前募集の内容について 

海上保安庁 石垣航空基地

1. 応募資格
沖縄県在住の満１８歳以上の方 

2. 応募方法
インターネット又は窓口のいずれか１回の応募で有効 
・インターネット：エルモのホームページ 「LMO」で検索 又
は ＱＲコードからアクセスし、 【求人情報】の【在日米軍従業
員事前募集（沖縄の基地）】を御覧ください。 
・応募窓口：指定の応募用紙に必要事項を記入の上、お申込み
ください。 

3. 応募受付時間 
・インターネット：年中２４時間受付 
・窓口：午前９時～午後５時受付 
(ただし、土日、祝日及び12月29日～翌年1月3日を除く） 

4. Ｘ（旧 Twitter） 
求人情報等の募集関連情報を定期的に発信しています。 
ぜひ、フォローをお願いします。 
アカウント名「在日米軍従業員求人情報（エルモ）｣ 
＠ LMO_recruit 

5. 窓口応募受付場所及び問合せ先 
沖縄県中頭郡嘉手納町字屋良１０５８番地１ 
独立行政法人　駐留軍等労働者労務管理機構（エルモ） 
沖縄支部　管理課 
ＴＥＬ：０９８－９２１－５５３２  

令和７年４月搬送件数

地域名
竹富

小浜

黒島

西表東部

西表西部

新城

地域名
鳩間

波照間

与那国

石垣→宮古

多良間

急患搬送(出動件数)
0件

0件

0件

0件

0件

0件

急患搬送(出動件数)
0件

0件

0件

0件

2件

年間実績 (令和7年1月1日～ 12月31日 ) 

14件　14名 

(昭和47年急患輸送開始以来 ) 

出動　 3,394 件 

輸送　 3,458 名 

愛します！守ります！日本の海 

エルモ HP Ｘ（旧 Twitter） 

「電波のルール」を守りましょう！

あなたは知ってる？
　　　　　電波のルール

電波利用環境保護周知啓発強化期間　6月1日～ 6月10日

STOP THE 不法電波！

あなたは知ってる？
　　　　　電波のルール

総務省沖縄総合通信事務所 監視調査課  TEL098（865）2308

①無線機器の利用には「技適マーク」の確認を！

②電波の利用には、原則、免許が必要です！
③外国規格の無線機器にご注意！

電波のルールって？
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